
エコバッグを使
つか

う 食
た

べ残
のこ

しをしない 水
みず

を出
だ

しっ放
ぱな

しにしない

必
ひつ

要
よう

な分
ぶん

だけを買
か

う 使
つか

い捨
す

ての食
しょっ

器
き

を使
つか

わない ごみは分
ぶん

別
べつ

する

６月
がつ

は食
しょく

育
いく

月
げっ

間
かん

　「食
しょく

育
いく

」ってなんだろう？

水
すい

分
ぶん

・塩
えん

分
ぶん

補
ほ

給
きゅう

で熱
ねっ

中
ちゅう

症
しょう

予
よ

防
ぼう

手
て

を洗
あら

って食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

を防
ふせ

ぐ旬
しゅん

の果
くだ

物
もの

・さくらんぼ

食
しょく

育
ひん

で身
み

につけたい６つの「食
た

べる力」

環
かん

境
きょう

のためにできることを探
さが

そう

「食
しょく
育
いく
」とは、食

た
べ物
もの
や食

しょく
事
じ
についての正

ただ
し

い知
ち
識
しき
と、栄

えい
養
よう
のバランスを考

かんが
えて食

しょく
品
ひん
を選
せん

択
たく
する力

ちから
を身

み
につけて、健

けん
全
ぜん
な食

しょく
生
せい
活
かつ
を実

じっ
践
せん

する力
ちから
を育

はぐく
むことです。

　誰
だれ
かと一

いっ
緒
しょ
に食

しょく
事
じ
をしたり、食

しょく
品
ひん
の収

しゅう
穫
かく
を

体
たい
験
けん
したり、旬

しゅん
の食

しょく
材
ざい
を知

し
ったりすることも

食
しょく
育
いく
の一

いっ
環
かん
です。

　初
しょ

夏
か

は、体
からだ

が暑
あつ

さに慣
な

れていないのに、気
き

温
おん

が急
きゅう

激
げき

に高
たか

くなることがあるため、熱
ねっ

中
ちゅう

症
しょう

にか

かる危
き

険
けん

が高
たか

くなります。熱
ねっ

中
ちゅう

症
しょう

予
よ

防
ぼう

のために

は、のどがかわく前
まえ

のこまめな水
すい

分
ぶん

・塩
えん

分
ぶん

補
ほ

給
きゅう

が大
たい

切
せつ

です。汗
あせ

をかくと、体
からだ

の塩
えん

分
ぶん

が減
へ

ってし

まいます。水
すい

分
ぶん

だけではなく、塩
えん

分
ぶん

の入
はい

った飲
の

み物
もの

や食
た

べ物
もの

もほどよくとりましょう。

　春
はる

から初
しょ

夏
か

にかけて収
しゅう

穫
かく

されるさくらんぼは、

産
さん

地
ち

が限
かぎ

られ、栽
さい

培
ばい

に手
て

間
ま

のかかる果
くだ

物
もの

です。

ビタミンCやカリウムが多
おお

く含
ふく

まれているため、

疲
ひ

労
ろう

回
かい

復
ふく

や肌
はだ

荒
あ

れの改
かい

善
ぜん

に役
やく

立
だ

ちます。

　手
て

についた細
さい

菌
きん

やウイルスが食
た

べ物
もの

に付
ふ

着
ちゃく

し
て、体

たい

内
ない

に入
はい

り、食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

を引
ひ

き起
お

こすことがあ
ります。調

ちょう

理
り

や食
しょく

事
じ

をする前
まえ

には、石
せっ

けんでて
いねいに手

て

を洗
あら

い、食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

を予
よ

防
ぼう

しましょう。

　６月
がつ

は、環
かん

境
きょう

月
げっ

間
かん

です。地
ち

球
きゅう

や自
し

然
ぜん

を守
まも

るために、身
み

近
ぢか

なことから実
じっ

践
せん

することが大
たい

切
せつ

です。ここで紹
しょう

介
かい

されていること以
い

外
がい

にも、どんなことができるのかを考
かんが

えてみましょう。

参考文献　『からだのための食材大全』池上文雄、加藤光敏、河野博、三浦理代、山本譲治 監修 NHK出版刊　「食育、知っていますか？」農林水産省HP　厚生労働省HPほか

１．�心
こころ

と体
からだ

の健
けん

康
こう

を　　
維
い

持
じ

できる
２．�食

しょく

事
じ

の重
じゅう

要
よう

性
せい

や　　
楽
たの

しさを理
り

解
かい

する
３．�食

た

べ物
もの

の選
せん

択
たく

や　　
食
しょく

事
じ

づくりができる

４．�一
いっ

緒
しょ

に食
た

べたい人
ひと

が
いる

５．�日
に

本
ほん

の食
しょく

文
ぶん

化
か

を理
り

解
かい

し、
伝
つた

えることができる
６．�食

た

べ物
もの

やつくる人
ひと

への
感
かん

謝
しゃ

の心
こころ

を持
も

つ

給
きゅう

食
しょく

だより６６月月
がつ
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